
特別会計　　302 億 9691.4 万円

国民健康保険事業
老人保健事業　　
公共用地先行取得事業　
公共下水道事業　　　　　
農業集落排水事業　　　　　
八丁台土地区画整理事業　
駐車場事業　　　　　　　
介護保険事業　　　　　　　　
介護サービス事業　　　　

112 億 1167.4 万円
87 億 2077.0 万円

529.7 万円
28 億 8671.1 万円
11 億 7474.6 万円
5億 9744.2 万円
1億 6911.4 万円
54 億 6785.6 万円

6330.4 万円

企業会計 63 億 5079.4 万円
水道事業
（下館）

（関城）

（明野）

（協和）

病院事業

議会費
54,373.3
(1.5%)

総務費
488,619.9
(13.8%)

民生費
961,976.2
(27.2%)

衛生費
337,326.2
(9.6%)農林水産業費

167,890.1
(4.8%)

商工費
26,692.7
(0.8%)

土木費
396,676.0
(11.2%)

消防費
158,734.4
(4.5%)

教育費
487,307.8
(13.8%)

公債費
444,603.1
(12.6%)

その他
8,000.2
(0.2%)

（単位：万円）

地方消費税交付金
104,600.0
(3.0%)

自動車取得税交付金
30,100.0
(0.9%)

市税
1,336,761.4
(37.7%)

地方譲与税
156,000.0
(4.4%)

地方特例
交付金
33,700.0
(1.0%)

地方交付税
665,000.0
(18.8%)

分担金
及び負担金
44,329.2
(1.3%)

国庫支出金
245,244.0
(6.9%)

諸収入
64,123.4
(1.8%)

市債
224,000.0
(6.3%)

その他
94,773.0
(2.8%)

県支出金
153,509.1
(4.3%)

繰入金
328,671.1
(9.3%)

予算総額 719 億 7770.8 万円
　平成 18 年度の筑西市の予算が決まり
ました。予算総額は、719 億 7770.8 万円。
このうち、市の基本的な仕事や市民サービ

スのための一般会計予算は、353 億 3000 万円です。市は、行政改革の推進と財政の健全化を図りなが
ら、筑西市建設計画を基調として、速やかな一体性の確立と地域の均衡ある発展、住民福祉の向上を目
指し、各種施策を積極的に展開していきます。『人と自然、安心して暮らせる共生文化都市』そして『環
境と心と福祉を大切にした生活先進都市』の建設を目指し、市民の誰もが安全で安心して暮らし、郷土
を誇りに思える地域づくりを進めていくための、新年度の予算と主な事業の概要を紹介します。

歳 出歳 入

収益的支出　12億 4277.1 万円
資本的支出　 8 億 8674.9 万円
収益的支出　 3 億 3179.9 万円
資本的支出           9357.8 万円
収益的支出　 3 億 9618.0 万円
資本的支出　 1 億 3275.6 万円
収益的支出　 2 億 8590.8 万円
資本的支出　 1 億 3815.0 万円

収益的支出　27 億 5588.9 万円
資本的支出           8701.4 万円

平成 18 年度　筑西市の予算と事業のあらまし

『人と自然、安心して暮らせる共生文化都市』
環境と心と福祉を大切にした、
生活先進都市づくりを目指して

一般会計 353 億3000 万円

使用料
及び手数料
52,188.8
(1.5%)

労働費
800.1
(0.0%)

２



財
政
ひ
と
こ
と
用
語
集
（
２
ペ
ー
ジ

グ
ラ
フ
の
解
説
）

歳
入
編

【
市　

税
】
と
は
…
皆
さ
ん
が
市
に
納
め
る
税
金
。
そ
の
主
な
も
の
は
市
民

　

税
・
固
定
資
産
税
な
ど
で
す
。

【
地
方
譲
与
税
】
と
は
…
国
税
と
し
て
納
め
ら
れ
た
税
の
一
部
を
市
に
配
分

　

す
る
も
の
で
す
。

【
地
方
交
付
税
】
と
は
…
国
税
（
所
得
税
・
法
人
税
・
酒
税
・
消
費
税
・
た

　

ば
こ
税
）
の
一
部
を
市
に
配
分
す
る
も
の
。
自
治
体
が
自
由
に
使
え
ま
す
。

【
国
庫
支
出
金
】
と
は
…
市
が
行
う
公
共
事
業
な
ど
に
必
要
な
お
金
の
一
部

　

ま
た
は
全
部
を
国
が
補
助
金
な
ど
と
し
て
交
付
す
る
も
の
。

【
市　

債
】
と
は
…
市
の
財
源
不
足
を
補
っ
た
り
、
特
定
の
支
出
に
充
て
る

　

た
め
の
長
期
借
入
金
で
す
。

歳
出
編

【
議
会
費
】
と
は
…
市
議
会
運
営
の
た
め
の
経
費
で
す
。

【
総
務
費
】
と
は
…
市
の
各
種
計
画
の
策
定
や
推
進
、
市
の
内
部
管
理
な
ど

　

の
経
費
で
す
。

【
民
生
費
】
と
は
…
障
害
者
や
お
年
寄
り
に
対
す
る
福
祉
の
充
実
、
子
育
て

　

環
境
の
充
実
な
ど
の
事
業
費
で
す
。

【
衛
生
費
】
と
は
…
健
康
で
衛
生
的
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
の
、
保
健
・

　

医
療
・
環
境
な
ど
の
事
業
費
で
す
。

【
労
働
費
】
と
は
…
勤
労
者
の
福
祉
向
上
の
た
め
の
事
業
で
す
。

【
農
林
水
産
業
費
】
と
は
…
農
林
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
支
援
や
生
産
基

　

盤
整
備
な
ど
の
事
業
費
で
す
。

【
商
工
費
】
と
は
…
中
小
企
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
支
援
や
観
光
振
興
の

　

た
め
の
事
業
費
で
す
。

【
土
木
費
】
と
は
…
道
路
、
橋
、
河
川
、
公
園
な
ど
社
会
資
本
の
整
備
の
た

　

め
の
事
業
費
で
す
。

【
消
防
費
】
と
は
…
市
民
生
活
の
安
全
を
守
る
消
防
活
動
費
で
す
。

【
教
育
費
】
と
は
…
学
校
教
育
の
充
実
、
生
涯
学
習
の
充
実
、
芸
術
・
文
化
・

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
の
事
業
費
で
す
。

【
公
債
費
】
と
は
…
市
債
の
元
利
支
払
い
の
た
め
の
金
額
と
一
時
借
入
金
の

　

利
子
の
合
計
で
す
。

〔
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
〕

　

地
域
ぐ
る
み
の
福
祉
施
策
推
進
の

た
め
に
、
市
民
参
加
の
も
と
、
総
合

的
な
福
祉
施
策
の
指
標
と
な
る
『
地

域
福
祉
計
画
』
を
策
定
し
ま
す
。

〔
児
童
福
祉
対
策
事
業
〕

 
『
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計

画
』
に
基
づ
き
延
長
保
育
や
乳
児

保
育
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
や
放
課
後

児
童
対
策
事
業
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
支
給
対
象
が
小
学
生
修
了
ま

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち

３
６
１
億
６
３
１
９
・
９
万
円

で
に
拡
大
さ
れ
る
児
童
手
当
の
適
切

な
制
度
運
営
を
図
り
ま
す
（
１
０
億

２
１
２
７
・
２
万
円
）。

〔
高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
〕

　

高
齢
者
の
生
活
支
援
を
包
括
的
・

継
続
的
に
行
う
機
関
と
し
て
『
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
』
を
設
置
し
、

介
護
保
険
事
業（
５
０
億
３
２
１
７
・

７
万
円
）
の
ほ
か
、
介
護
予
防
事
業

（
３
１
１
７
・
３
万
円
）
や
包
括
的
支

援
事
業
・
任
意
事
業
（
６
９
３
２
・

８
万
円
）
に
取
り
組
み
ま
す
。

〔
保
健
事
業
〕

　

新
生
児
の
全
戸
訪
問
を
目
指
す
な

ど
、
母
子
保
健
事
業
（
３
０
９
９
万

円
）
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

生
活
習
慣
病
予
防
対
策
事
業
（
２
億

３
５
５
２
・
４
万
円
）を
推
進
し
ま
す
。

〔
市
民
病
院
事
業
〕

　

医
療
水
準
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
り
、
医
師
の
確
保
、
看
護
職
員
の

適
正
配
置
に
努
め
ま
す
（
２
８
億
４

２
９
０
・
３
万
円
）。
ま
た
、
経
営
改

善
に
つ
い
て
は
、『
市
民
病
院
の
あ

り
方
等
に
関
す
る
検
討
委
員
会
』
に

お
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

〔
国
民
健
康
保
険
事
業
〕

　

健
康
で
明
る
く
暮
ら
せ
る
社
会
づ

く
り
の
た
め
、
適
正
な
運
営
に
努
め

ま
す
（
１
１
２
億
１
１
６
７
万
円
）。

18 年度予算と事業の概要

▲関城保健センターの離乳食教室。
　各保健センターでは、市民の健
　康づくりや子育てを支援します。

３



〔
霞
ヶ
浦
用
水
建
設
推
進
事
業
〕

　

関
城
・
明
野
・
協
和
地
域
で
、
霞
ヶ

浦
用
水
建
設
事
業
を
推
進
し
ま
す

（
１
億
７
６
６
４
万
円
）。

〔
農
業
関
係
〕

　

ほ
場
や
農
道
、
排
水
路
の
整
備
な

ど
を
実
施
し
、
農
業
生
産
基
盤
の
確

立
を
図
り
ま
す
。
認
定
農
業
者
や
集

落
営
農
組
合
な
ど
の
担
い
手
の
育
成

に
努
め
ま
す
。
産
地
間
競
争
を
意
識

し
た
農
畜
産
物
の
生
産
を
振
興
す
る

た
め
の
新
た
な
『
農
業
振
興
計
画
』

を
策
定
し
ま
す
。

〔
商
工
振
興
事
業
〕

　

商
工
会
議
所
や
各
商
工
会
を
は

〔
学
校
教
育
の
充
実
〕

　

子
ど
も
た
ち
が
犠
牲
と
な
る
凶
悪

な
犯
罪
が
多
発
し
て
い
る
た
め
、
安

心
し
て
通
園
や
登
下
校
が
で
き
る
地

域
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。　

　

パ
ソ
コ
ン
教
室
へ
の
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー

タ
ー
の
配
置
や
、
図
書
館
と
学
校
図

書
室
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
向
け

た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
な
ど
、
快
適

な
学
校
情
報
化
を
進
め
ま
す
（
３
９

４
３
万
円
）。
平
成
19
年
度
全
入
学

児
童
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
支
給
し
ま
す

（
７
９
４
万
円
）。
明
野
中
学
校
（
８

億
５
６
７
３
・
７
万
円
）
と
川
島
小

学
校
体
育
館
の
建
て
替
え
（
繰
越
事

業
）
を
行
い
ま
す
。

〔
生
涯
学
習
の
推
進
〕

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
美
術
館
、
公

民
館
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
を
活
用
し
、

充
実
し
た
学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

ク
セ
ス
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
国
道
50
号
バ
イ
パ
ス
の
整
備
や

小
貝
川
の
堤
防
改
修
等
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、
国
・

県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

〔
区
画
整
理
〕

　

八
丁
台
で
行
わ
れ
て
い
る
土
地
区

画
整
理
事
業
の
早
期
完
了
を
目
指
し

ま
す
（
５
億
９
７
４
４
万
円
）。

〔
地
域
防
災
計
画
の
策
定
〕

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
構
築

す
る
た
め
、
地
震
災
害
対
策
と
水
害

対
策
を
個
別
で
構
成
す
る
新
た
な
地

域
防
災
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

〔
防
犯
活
動
の
推
進
〕

『
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
』

に
基
づ
き
、
警
察
署
な
ど
と
連
携
し

な
が
ら
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
防
犯
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

〔
公
共
下
水
道
事
業
〕

　

鬼
怒
小
貝
及
び
・
小
貝
川
東
部
流

域
下
水
道
関
連
事
業
や
、
川
島
フ

レ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
な
ど
を
推
進
し
供

用
開
始
区
域
の
拡
大
を
図
り
ま
す

（
２
８
億
８
６
７
１
万
円
）。

〔
公
営
住
宅
整
備
〕

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
取
り
入
れ
た

み
ど
り
町
の
沖
田
住
宅
建
設
継
続

事
業
の
２
年
目
（
１
棟
15
戸
）
を
進

め
ま
す
。

〔
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
整
備
〕

　

国
の
合
同
庁
舎
の
今
秋
完
成
予
定

に
合
わ
せ
た
街
区
道
路
や
公
園
等
の

整
備
、
中
心
市
街
地
へ
の
交
通
ア
ク

セ
ス
利
便
性
を
高
め
る
た
め
の
中

島
・
富
士
見
町
線
と
、
中
島
・
西
榎

生
線
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

〔
道
路
網
の
整
備
〕

　

広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る

筑
西
幹
線
道
路
の
一
本
松
・
茂
田
線

（
２
億
７
０
０
万
円
）
や
、
倉
持
・

東
石
田
線
（
５
２
０
０
万
円
）
の
主

要
幹
線
道
路
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

つ
く
ば
明
野
北
部
工
業
団
地
の
進

入
路
（
３
０
０
０
万
円
）、
教
育
文

化
施
設
へ
の
連
絡
道
路
、
勝
宮
・
中

根
線
な
ど
、
主
要
幹
線
道
路
と
の
ア

じ
め
関
係
団
体
と
十
分
に
連
携
し
て
、

中
小
企
業
の
経
営
支
援
に
努
め
ま
す

（
６
８
２
１
万
円
）。
市
観
光
協
会
へ

の
団
体
や
企
業
等
の
加
入
を
促
進
し

ま
す
。

安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

３
６
億
１
９
０
１
・
９
万
円

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち

９
億
９
５
２
４
・
９
万
円

市
民
だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
学
び
交
流
す
る
ま
ち

３
３
億
５
４
３
５
・
３
万
円

▼平成 17 年８月に開通
　舟生・関本下間延長約 4.3 ㎞

▲

特
産
物
の
生
産
振
興
を
図
り
ま
す
。

４

18 年度予算と事業の概要



市政メモ５

■更正保護女性会筑西市分区連合会が設立総会

　２月16日、アルテリオで、更正保護女性会筑
西市分区連合会の設立総会が行われました。総
会では、連合会規約が議決され、会長の石

いし

島
じま

千
ち

代
よ

香
か

さん（直
なお

井
い

）など役員が選出されました。

■市職員による子ども安全パトロールを開始

　

　市は、２月22日から、子ども安全パトロール
を開始しました。これは、事件・事故から子ども
たちを守るため、市職員が交代で公用車による
巡回パトロールをて行うもの。小中学校の休校日
を除き、下校時間にあわせて実施しています。
■ことぶき荘老人ホームを下館鮨商組合が訪問

　

　３月７日、ことぶき荘老人ホーム（中
なか

舘
だて

）を下
館鮨商組合が訪問。持参した食材ですしを握り、
入所中のお年寄り49人に振る舞いました。

■宝くじ収益を地域コミュニティに
　平成 17 年度自治宝くじ助成事業の援助を受
け、田町自治会が子供用神輿を整備しました。こ
れは、自治総合センターが、地域コミュニティの
健全な発展と宝くじの普及広報のため、宝くじの
受託事業収入を財源として助成しているものです。

〔
市
の
木
・
花
・
鳥
〕
の
制
定

　
『
さ
く
ら
』・『
な
し
の
は
な
』・『
コ

ス
モ
ス
』・『
つ
ば
め
』
を
制
定
し
ま

し
た
。
市
の
木
・
花
・
鳥
を
活
か
し

た
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

〔
環
境
保
全
〕

　
『
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
』

を
策
定
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

を
抑
制
す
る
事
業
を
進
め
ま
す
。
産

業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や
土
砂
等
の

無
許
可
埋
め
立
て
等
の
早
期
発
見
や

早
期
対
応
に
努
め
ま
す
。

〔
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業
〕

豊
か
な
自
然
環
境
と
共
生
す
る
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち

９
２
億
７
２
１
７
・
６
万
円

連
携
と
協
働
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

１
０
億
８
６
６
２
万
円

〔
合
併
記
念
事
業
〕

　

筑
西
市
誕
生
１
周
年
記
念
と
し
て
、

全
国
放
送
公
開
番
組
の
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ど
自
慢
』
を
招
致
し
、
本
市
を
全
国

に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
（
５
９
３
万
円
）。

〔
筑
西
市
総
合
計
画
の
策
定
〕

　
『
市
民
ま
ち
づ
く
り
会
議
』
等
を

は
じ
め
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
魅

力
的
で
実
効
性
の
あ
る
計
画
の
策
定

を
進
め
ま
す
（
１
１
５
６
万
円
）。

〔
行
政
改
革
の
推
進
〕

　

地
方
分
権
に
対
応
で
き
る
組
織
と

す
る
た
め
、
行
政
改
革
懇
談
会
等
に

よ
り
広
く
市
民
の
声
を
取
り
入
れ
、

新
た
な
『
行
政
改
革
大
綱
』
を
策
定

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
公
共
交
通
対
策
〕　　
　
　
　
　
　

　

市
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上
や
市

民
の
交
流
促
進
を
図
る
た
め
、
新
た

な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進

め
ま
す
（
２
５
２
万
円
）。　
　
　

〔
つ
く
ば
明
野
北
部
工
業
団
地
〕　　

　

フ
ァ
ナ
ッ
ク
株
式
会
社
の
早
期
操

業
開
始
に
向
け
関
係
機
関
と
連
携
し

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

〔
大
学
等
誘
致
〕

　

市
の
教
育
文
化
の
高
揚
と
活
性
化

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
用
の一部

を
補
助
し
ま
す（
５
２
４
５
・
５
万
円
）。

〔
農
業
集
落
排
水
事
業
〕

　

竹
島
、
関
城
東
、
協
和
北
第
三
の

各
地
区
で
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
す

で
に
供
用
を
開
始
し
て
い
る
23
地
区

に
つ
い
て
、
適
正
な
維
持
管
理
を
行

い
ま
す
（
１
１
億
７
４
７
４
万
円
）。

〔
ご
み
対
策
〕

　

ご
み
の
減
量
化
、
省
資
源
、
リ
サ

イ
ク
ル
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
筑

西
広
域
事
務
組
合
等
と
連
携
し
、
廃

棄
物
の
適
正
な
処
理
を
行
い
ま
す
。


